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相談における権利擁護支援の課題分析

◆講 師

金沢市地域包括支援センターとびうめ

センター長 中 恵美 氏
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～悩みながら、振り返り続ける～
渡部律子先生のことばを引用

・ワーカーにジレンマはつきものであること、そうやって
悩みながら成長する→省察的実践

・ワーカーにとって学習可能な知識とスキルともいえる
「アセスメント」を主なテーマとする

・「適切なアセスメントのない援助は、当たってもまぐれ
当たり（hit or miss）、時には害にもなる」

・アセスメントなき援助は地図の無い旅

・ワーカーにとって必要なことは「魔法ではなく、ソー
シャルワークの使命の認識、実践の基盤となる知識・
スキルの学習の継続と、それらの応用可能性を実践を
通して振り返り続ける地道な営み」 17
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たとえば、虐待発見はどのあたりの位置？

虐待事例の
発見

重度化していないまでも
なんらかの課題をもち、
支援を必要としている事例

支
援
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「発見」
から

「発掘」へ！！！
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価値

クライエント

技術知識

ＳＷ

逐語で学ぶ２１の技法
対人援助のための
相談面接技術
岩間伸之
中央法規出版
2008
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狭義の権利擁護と積極的権利擁護

狭義の権利擁護

・権利侵害からの保護

・基本的ニーズの充足

積極的権利擁護

・本人らしい生活

・本人らしい変化 を支えること

岩間伸之「高齢者の尊厳と権利擁護－『積極的権利擁護』の推進に向けて－」『実践成年後
見』第20号,民事法研究会,2007,pp.4-11.
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狭義の権利擁護

「権利侵害からの保護」

身体的虐待やネグレクト、心理的・性的虐待

消費者被害、財産被害等の経済的搾取、

機会の剥奪や不当な扱い、差別や中傷等

その他不当な不利益を与える権利侵害から

本人を守ること。

「基本的ニーズの充足」

人として生活するのに最低限度必要な衣食

住をはじめとする生活上の基本的なニーズ

を充足すること。

42

積極的権利擁護

「本人らしい生活の保障」

自分の「存在」に意味と価値があることが

社会関係の中で認められ、さらに本人が

自分にとってのあるべき生活を主体的に

創造していくこと。

「本人らしい変化の保障」

心身と環境の変化にともなって、社会資源の

活用を含めて周囲との支えあいの社会関係を

結びながら新しい生活を創造していく。
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43

「狭義の権利擁護」から「積極的権利擁護」へ

権利擁護課題も立体的に捉えていく

権利侵害からの保護

基本的ニーズの充足

「本人らしい生活」と

「本人らしい変化」を

支えること。

成年後見制度

日常生活自立支援事業

高齢者・障害者虐待防止法

岩間伸之「高齢者の尊厳と権利擁護－『積極的権利擁護』の推進に向けて－」『実践成年
後見』第20号,民事法研究会,2007,pp.4-11.をもとに改編

最初の出会いのとき、感謝や労いの言葉が自然にわいてくる

周りから入手した本人の事前情報に惑わされない

本人に「聴く」ことからはじめている

本人と一緒に課題を考え、計画をつくり、評価をしている

支援が行き詰っていた時には原点である本人の思いに立ち返る

援助者の存在が、本人や周りの関係に影響することを知っている

本人が自らの力を信じることができるようなかかわりをもつ

個人情報の取り扱いにおいては、本人の利益を優先する

「組織の利益」よりも「本人の利益」を優先する

アセスメントの中心に本人がいるかどうかを常に点検し続ける
「ケアマネジャーのためのアセスメント力向上BOOK」 メディカ出版より
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